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(57)【要約】
【課題】適切なタイミングで「ｅＩＣＩＣ」を開始する
。
【解決手段】本発明に係る移動通信方法は、移動局ＵＥ
が、通信中のセル＃１を管理する無線基地局ｅＮＢ＃１
に対して、周辺セル＃２～＃４の下りリンクにおける無
線品質の測定結果を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｐｏｒｔ」を送信する工程Ａと、無線基地局ｅＮＢ＃
１が、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に基
づいて、周辺セル＃２～＃４の中からセル＃２を選択す
る工程Ｂと、無線基地局ｅＮＢ＃１が、セル＃２を管理
する無線基地局ｅＮＢ＃２に対して、移動局ＵＥに対す
る下り方向の干渉の影響が強い旨を示す「ＤＬ　ＨＩ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信する工程Ｃとを有するこ
とを要旨とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、通信中の第１セルを管理する第１無線基地局に対して、周辺セルの下りリン
クにおける無線品質の測定結果を含む測定報告を送信する工程Ａと、
　前記第１無線基地局が、前記測定報告に基づいて、前記周辺セルの中から第２セルを選
択する工程Ｂと、
　前記第１無線基地局が、前記第２セルを管理する第２無線基地局に対して、前記移動局
に対する下り方向の干渉の影響が強い旨を示す干渉指示情報を送信する工程Ｃとを有する
ことを特徴とする移動通信方法。
【請求項２】
　前記第２無線基地局が、前記干渉指示情報に応じて、前記第１無線基地局に対して、下
りデータを送信しないサブフレームを示すサブフレーム情報を送信する工程を更に有する
ことを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　前記工程Ｃにおいて、前記第１無線基地局は、負荷情報によって、前記干渉指示情報を
送信することを特徴とする請求項１又は２に記載の移動通信方法。
【請求項４】
　前記工程Ｃにおいて、前記第１無線基地局は、該第１無線基地局の構成の更新情報によ
って、前記干渉指示情報を送信することを特徴とする請求項１又は２に記載の移動通信方
法。
【請求項５】
　前記工程Ｃにおいて、前記第１無線基地局は、該第１無線基地局と前記第２無線基地局
との間のコネクションの設定に係る情報によって、前記干渉指示情報を送信することを特
徴とする請求項１又は２に記載の移動通信方法。
【請求項６】
　移動局が通信中のセルを管理する無線基地局であって、
　前記移動局から、周辺セルの下りリンクにおける無線品質の測定結果を含む測定報告を
受信するように構成されている測定報告受信部と、
　前記測定報告に基づいて、前記周辺セルの中から特定セルを選択するように構成されて
いる選択部と、
　前記特定セルを管理する特定無線基地局に対して、前記移動局に対する下り方向の干渉
の影響が強い旨を示す干渉指示情報を送信するように構成されている干渉指示情報送信部
を具備することを特徴とする無線基地局。
【請求項７】
　前記特定無線基地局から、下りデータを送信しないサブフレームを示すサブフレーム情
報を受信した場合、該サブフレーム情報に基づいて、前記移動局に対する下りリンクにお
けるスケジューリングを行うように構成されているスケジューリング部を更に具備するこ
とを特徴とする請求項６に記載の無線基地局。
【請求項８】
　前記干渉指示情報送信部は、負荷情報によって、前記干渉指示情報を送信するように構
成されていることを特徴とする請求項６又は７に記載の無線基地局。
【請求項９】
　前記干渉指示情報送信部は、前記無線基地局の構成の更新情報によって、前記干渉指示
情報を送信するように構成されていることを特徴とする請求項６又は７に記載の無線基地
局。
【請求項１０】
　前記干渉指示情報送信部は、前記無線基地局と前記特定無線基地局との間のコネクショ
ンの設定に係る情報によって、前記干渉指示情報を送信するように構成されていることを
特徴とする請求項６又は７に記載の無線基地局。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信方法及び無線基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）方式において、セル間の干渉を低
減するために、「ｅＩＣＩＣ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｉｎｔｅｒ　Ｃｅｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）」を用いることが検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】３ＧＰＰ寄書　Ｒ１-１０５７７９
【非特許文献２】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.４２３
【非特許文献３】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００
【非特許文献４】３ＧＰＰ　ＴＳ３６.２１１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のＬＴＥ方式では、どのようなタイミングで「ｅＩＣＩＣ」を開始
すべきかについて規定されていないため、適切なタイミングで「ｅＩＣＩＣ」を開始する
ことができないという問題点があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、適切なタイミングで「ｅ
ＩＣＩＣ」を開始することができる移動通信方法及び無線基地局を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴は、移動局が、通信中の第１セルを管理する第１無線基地局に対し
て、周辺セルの下りリンクにおける無線品質の測定結果を含む測定報告を送信する工程Ａ
と、前記第１無線基地局が、前記測定報告に基づいて、前記周辺セルの中から第２セルを
選択する工程Ｂと、前記第１無線基地局が、前記第２セルを管理する第２無線基地局に対
して、前記移動局に対する下り方向の干渉の影響が強い旨を示す干渉指示情報を送信する
工程Ｃとを有することを要旨とする。
【０００７】
　本発明の第２の特徴は、移動局が通信中のセルを管理する無線基地局であって、前記移
動局から、周辺セルの下りリンクにおける無線品質の測定結果を含む測定報告を受信する
ように構成されている測定報告受信部と、前記測定報告に基づいて、前記周辺セルの中か
ら特定セルを選択するように構成されている選択部と、前記特定セルを管理する特定無線
基地局に対して、前記移動局に対する下り方向の干渉の影響が強い旨を示す干渉指示情報
を送信するように構成されている干渉指示情報送信部を具備することを要旨とする。
【発明の効果】
【０００８】
　以上説明したように、本発明によれば、適切なタイミングで「ｅＩＣＩＣ」を開始する
ことができる移動通信方法及び無線基地局を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの全体構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る無線基地局の機能ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「Ｘ２　Ｌｏａｄ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」のフォーマットの一例を示す図である。
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【図４】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「ｅＮＢ　Ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｕｐｄａｔｅ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「ｅＮＢ　Ｃｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｕｐｄａｔｅ」等に含まれる情報要素「Ｓｅｒｖｅｄ　Ｃｅｌｌ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「Ｘ２　Ｓｅｔｕ
ｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムで用いられる「Ｘ２　Ｓｅｔｕ
ｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」のフォーマットの一例を示す図である。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムの動作を示すシーケンス図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（本発明の第１の実施形態に係る移動通信システム）
　図１乃至図８を参照して、本発明の第１の実施形態に係る移動通信システムについて説
明する。本実施形態では、本実施形態に係る移動通信システムとして、ＬＴＥ方式の移動
通信システムを例示して説明するが、本発明は、ＬＴＥ方式以外の移動通信システムにも
適用可能である。
【００１１】
　本実施形態に係る移動通信システムでは、「Ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｓｃｈｅｍｅ」
を用いた「ｅＩＣＩＣ」を行うことができるように構成されている。
【００１２】
　図１に示すように、本実施形態に係る移動通信システムは、セル＃１を管理する無線基
地局ｅＮＢ＃１と、セル＃２を管理する無線基地局ｅＮＢ＃２と、セル＃３を管理する無
線基地局ｅＮＢ＃３と、セル＃４を管理する無線基地局ｅＮＢ＃４とを具備している。
【００１３】
　ここで、セル＃１～＃４は、マクロセルであってもよいし、ＣＳＧ（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓ
ｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）セルであってもよい。なお、ＣＳＧセルは、フェムト
（Ｆｅｍｔｏ）セルやマイクロ（Ｍｉｃｒｏ）セルやピコ（Ｐｉｃｏ）セル等と呼ばれて
もよい。
【００１４】
　本実施形態に係る移動通信システムでは、移動局ＵＥは、セル＃１においてＣｏｎｎｅ
ｃｔｅｄ状態である、すなわち、セル＃１において通信中であるものとする。
【００１５】
　図２に示すように、無線基地局ｅＮＢ＃１は、無線インターフェイス１１と、選択部１
２と、Ｘ２インターフェイス１３と、スケジューリング部１４とを具備している。
【００１６】
　無線インターフェイス１１は、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）コネクションを介して、移動局ＵＥとの間で、無線通信を行うように構成されている
。
【００１７】
　例えば、無線インターフェイス１１は、移動局ＵＥから、周辺セル＃２～＃４の下りリ
ンクにおける無線品質の測定結果を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を受
信するように構成されている。
【００１８】
　選択部１２は、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に基づいて、すなわち、「
Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」に含まれる測定結果に基づいて、周辺セル＃２
～＃４の中から、特定セル（例えば、セル＃２）を選択するように構成されている。
【００１９】
　例えば、選択部１２は、周辺セル＃２～＃４の中から、下りリンクにおける無線品質の
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最も悪いセルや、下りリンクにおける無線品質が所定無線品質よりも悪いセルを、かかる
特定セルとして選択するように構成されていてもよい。
【００２０】
　Ｘ２インターフェイス１３は、周辺セル＃２～＃４との間のインターフェイスとして機
能するように構成されている。
【００２１】
　ここで、Ｘ２インターフェイス１３は、特定セルを管理する特定無線基地局ｅＮＢ（例
えば、無線基地局ｅＮｂ＃２）に対して、「ＤＬ　ＨＩ（Ｈｉｇｈ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅ
ｎｃｅ）　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されている。
【００２２】
　ここで、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」は、移動局ＵＥに対する下り方向の干
渉の影響が強い旨を示す情報である。
【００２３】
　例えば、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」
によって、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよ
い。
【００２４】
　具体的には、図３に示すように、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｌｏａｄ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」内の情報要素「Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」内で、「Ｄ
Ｌ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
【００２５】
　また、Ｘ２インターフェイス１３は、「ｅＮＢ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｕｐｄ
ａｔｅ」によって、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されて
いてもよい。
【００２６】
　具体的には、図４及び図５に示すように、Ｘ２インターフェイス１３は、「ｅＮＢ　Ｃ
ｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｕｐｄａｔｅ」内の情報要素「Ｓｅｒｖｅｄ　Ｃｅｌｌ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」内で、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように
構成されていてもよい。
【００２７】
　さらに、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」によっ
て、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
【００２８】
　具体的には、図５及び図６に示すように、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｓｅ
ｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ」内の情報要素「Ｓｅｒｖｅｄ　Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ」内で、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていても
よい。
【００２９】
　或いは、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」によ
って、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
【００３０】
　具体的には、図５及び図７に示すように、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｓｅ
ｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」内の情報要素「Ｓｅｒｖｅｄ　Ｃｅｌｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ」内で、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていて
もよい。
【００３１】
　スケジューリング部１４は、Ｘ２インターフェイス１３によって無線基地局ｅＮｂ＃２
から受信したサブフレームパターンに基づいて、移動局ＵＥに対する下りリンクにおける
スケジューリングを行うように構成されている。
【００３２】
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　ここで、かかるサブフレームパターンは、下りデータを送信しないサブフレーム、例え
ば、ＡＢＳ（Ａｌｍｏｓｔ　Ｂｌａｎｋ　Ｓｕｂｆｒａｍｅ）やＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉ
ｃａｓｔ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
サブフレームを示す。
【００３３】
　例えば、スケジューリング部１４は、サブフレームパターンで指定されたＡＢＳやＭＢ
ＳＦＮサブフレームにおいて、移動局ＵＥに対する下りリンクにおけるスケジューリング
を行うように構成されていてもよい。
【００３４】
　以下、図８を参照して、本実施形態に係る移動通信システムの動作について説明する。
【００３５】
　図８に示すように、ステップＳ１００１において、移動局ＵＥは、通信中のセル＃１を
管理する無線基地局ｅＮＢ＃１に対して、周辺セル＃２～＃４の下りリンクにおける無線
品質の測定結果を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を送信する。
【００３６】
　ステップＳ１００２において、無線基地局ｅＮＢ＃１は、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　
Ｒｅｐｏｒｔ」に含まれる測定結果に基づいて、周辺セル＃２～＃４の中から、特定セル
として、セル＃２を選択する。
【００３７】
　ステップＳ１００３において、無線基地局ｅＮＢ＃１は、セル＃２を管理する無線基地
局ｅＮＢ＃２に対して、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信する。
【００３８】
　ステップＳ１００４において、無線基地局ｅＮＢ＃２は、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｉｏｎ」に応じて、「Ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｓｃｈｅｍｅ」を用いた「ｅＩＣＩＣ
」を起動し、下りデータを送信しないサブフレームであるＡＢＳやＭＢＳＦＮサブフレー
ムを設定する。
【００３９】
　なお、無線基地局ｅＮＢ＃２は、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を受信した場
合であっても、下りデータを送信しないサブフレームであるＡＢＳやＭＢＳＦＮサブフレ
ームを設定しなくてもよい。
【００４０】
　ステップＳ１００５において、無線基地局ｅＮＢ＃２は、無線基地局ｅＮＢ＃１に対し
て、設定した下りデータを送信しないサブフレームを示すサブフレームパターンを送信す
る。
【００４１】
　ステップＳ１００６において、無線基地局ｅＮＢ＃１は、サブフレームパターンに基づ
いて、移動局ＵＥに対する下りリンクにおけるスケジューリングを行う。
【００４２】
　本実施形態に係る移動通信システムによれば、無線基地局ｅＮＢ＃２が、無線基地局ｅ
ＮＢ＃１から、移動局ＵＥに対する下り方向の干渉の影響が強い旨を示す「ＤＬ　ＨＩ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を受信した場合に、「Ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｓｃｈｅｍｅ」
を用いた「ｅＩＣＩＣ」を起動する用に構成されているで、適切に「ｅＩＣＩＣ」を起動
することができる。
【００４３】
　以上に述べた本実施形態の特徴は、以下のように表現されていてもよい。
【００４４】
　本実施形態の第１の特徴は、移動局ＵＥが、通信中のセル＃１（第１セル）を管理する
無線基地局ｅＮＢ＃１（第１無線基地局）に対して、周辺セル＃２～＃４の下りリンクに
おける無線品質の測定結果を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ（測定報告）
」を送信する工程Ａと、無線基地局ｅＮＢ＃１が、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏ
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ｒｔ」に基づいて、周辺セル＃２～＃４の中からセル＃２（第２セル）を選択する工程Ｂ
と、無線基地局ｅＮＢ＃１が、セル＃２を管理する無線基地局ｅＮＢ＃２（第２無線基地
局）に対して、移動局ＵＥに対する下り方向の干渉の影響が強い旨を示す「ＤＬ　ＨＩ　
Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ（干渉指示情報）」を送信する工程Ｃとを有することを要旨とする
。
【００４５】
　本実施形態の第１の特徴において、無線基地局ｅＮＢ＃２が、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ」に応じて、無線基地局ｅＮＢ＃１に対して、下りデータを送信しないサブ
フレーム（ＡＢＳ/ＭＢＳＦＮサブフレーム）を示すサブフレームパターン（サブフレー
ム情報）を送信する工程を更に有してもよい。
【００４６】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｃにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃１は、「Ｘ２
　Ｌｏａｄ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（負荷情報）」によって、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ」を送信してもよい。
【００４７】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｃにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃１は、「ｅＮ
Ｂ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｕｐｄａｔｅ（無線基地局の構成の更新情報）」によ
って、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してもよい。
【００４８】
　本実施形態の第１の特徴において、工程Ｃにおいて、無線基地局ｅＮＢ＃１は、無線基
地局ｅＮＢ＃１と無線基地局ｅＮＢ＃２との間のＸ２コネクションの設定に係る情報「Ｘ
２　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ/Ｘ２　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」によって、「
ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信してもよい。
【００４９】
　本実施形態の第２の特徴は、移動局ＵＥが通信中のセル＃１を管理する無線基地局ｅＮ
Ｂであって、移動局ＵＥから、周辺セル＃２～＃４の下りリンクにおける無線品質の測定
結果を含む「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ」を受信するように構成されている
無線インターフェイス１１（測定報告受信部）と、「Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏ
ｒｔ」に基づいて、周辺セル＃２～＃４の中からセル＃２（特定セル）を選択するように
構成されている選択部１２と、セル＃２を管理する無線基地局ｅＮＢ＃２（特定無線基地
局）に対して、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されている
Ｘ２インターフェイス１３（干渉指示情報送信部）を具備することを要旨とする。
【００５０】
　本実施形態の第２の特徴において、無線基地局ｅＮＢ＃２から、下りデータを送信しな
いサブフレーム（ＡＢＳ/ＭＢＳＦＮサブフレーム）を示すサブフレームパターンを受信
した場合、かかるサブフレームパターンに基づいて、移動局ＵＥに対する下りリンクにお
けるスケジューリングを行うように構成されているスケジューリング部１４を更に具備し
てもよい。
【００５１】
　本実施形態の第２の特徴において、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｌｏａｄ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」によって、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信する
ように構成されていてもよい。
【００５２】
　本実施形態の第２の特徴において、Ｘ２インターフェイス１３は、「ｅＮＢ　Ｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｕｐｄａｔｅ」によって、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ」
を送信するように構成されていてもよい。
【００５３】
　本実施形態の第２の特徴において、Ｘ２インターフェイス１３は、「Ｘ２　Ｓｅｔｕｐ
　Ｒｅｑｕｅｓｔ/Ｘ２　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ」によって、「ＤＬ　ＨＩ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ」を送信するように構成されていてもよい。
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【００５４】
　なお、上述の無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥの動作は、ハードウェアによって実施され
てもよいし、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールによって実施されて
もよいし、両者の組み合わせによって実施されてもよい。
【００５５】
　ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）や
、フラッシュメモリや、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）や、ＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）や、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔ
ｒｏｎｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）
や、レジスタや、ハードディスクや、リムーバブルディスクや、ＣＤ-ＲＯＭといった任
意形式の記憶媒体内に設けられていてもよい。
【００５６】
　かかる記憶媒体は、プロセッサが当該記憶媒体に情報を読み書きできるように、当該プ
ロセッサに接続されている。また、かかる記憶媒体は、プロセッサに集積されていてもよ
い。また、かかる記憶媒体及びプロセッサは、ＡＳＩＣ内に設けられていてもよい。かか
るＡＳＩＣは、無線基地局ｅＮＢや移動局ＵＥ内に設けられていてもよい。また、かかる
記憶媒体及びプロセッサは、ディスクリートコンポーネントとして無線基地局ｅＮＢや移
動局ＵＥ内に設けられていてもよい。
【００５７】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【符号の説明】
【００５８】
ｅＮＢ…無線基地局
１１…無線インターフェイス
１２…選択部
１３…Ｘ２インターフェイス
１４…スケジューリング部
ＵＥ…移動局
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月4日(2011.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局が、通信中の第１セルを管理する第１無線基地局に対して、周辺セルの下りリン
クにおける無線品質の測定結果を含む測定報告を送信する工程Ａと、
　前記第１無線基地局が、前記測定報告に基づいて、前記周辺セルの中から第２セルを選
択する工程Ｂと、
　前記第１無線基地局が、前記第２セルを管理する第２無線基地局に対して、干渉指示情
報を送信する工程Ｃと、
　前記第２無線基地局が、前記干渉指示情報に応じて、前記第１無線基地局に対して、Ａ
ＢＳを示すサブフレーム情報を送信する工程Ｄとを更に有することを特徴とする移動通信
方法。
【請求項２】
　前記工程Ｃにおいて、前記第１無線基地局は、負荷情報によって、前記干渉指示情報を
送信することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項３】
　前記工程Ｃにおいて、前記第１無線基地局は、該第１無線基地局の構成の更新情報によ
って、前記干渉指示情報を送信することを特徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項４】
　前記工程Ｃにおいて、前記第１無線基地局は、該第１無線基地局と前記第２無線基地局
との間のコネクションの設定に係る情報によって、前記干渉指示情報を送信することを特
徴とする請求項１に記載の移動通信方法。
【請求項５】
　移動局が通信中のセルを管理する無線基地局であって、
　前記移動局から、周辺セルの下りリンクにおける無線品質の測定結果を含む測定報告を
受信するように構成されている測定報告受信部と、
　前記測定報告に基づいて、前記周辺セルの中から特定セルを選択するように構成されて
いる選択部と、
　前記特定セルを管理する特定無線基地局に対して、干渉指示情報を送信するように構成
されている干渉指示情報送信部と、
　前記特定無線基地局から、ＡＢＳを示すサブフレーム情報を受信した場合、該サブフレ
ーム情報に基づいて、前記移動局に対する下りリンクにおけるスケジューリングを行うよ
うに構成されているスケジューリング部を更に具備することを特徴とする無線基地局。
【請求項６】
　前記干渉指示情報送信部は、負荷情報によって、前記干渉指示情報を送信するように構
成されていることを特徴とする請求項５に記載の無線基地局。
【請求項７】
　前記干渉指示情報送信部は、前記無線基地局の構成の更新情報によって、前記干渉指示
情報を送信するように構成されていることを特徴とする請求項５に記載の無線基地局。
【請求項８】
　前記干渉指示情報送信部は、前記無線基地局と前記特定無線基地局との間のコネクショ
ンの設定に係る情報によって、前記干渉指示情報を送信するように構成されていることを
特徴とする請求項５に記載の無線基地局。
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